
所在地

受注者 商　号

代表者

から まで

単　位 員数 単　価

Ａ 直接工事費 式 1

Ｂ 共通仮設費 式 1

Ｃ 純工事費 式 1 Ａ＋Ｂ

Ｄ 現場管理費 式 1

Ｅ 工事原価 式 1 Ｃ＋Ｄ

Ｆ 一般管理費 式 1

Ｇ 工事価格 式 1 Ｅ＋Ｆ

Ｈ 消費税及び地方消費税 式 1

請負工事費 式 1 Ｇ＋Ｈ

（直接工事費のうち材料費 円）※１

（直接工事費のうち労務費 円）※１

（工事原価のうち法定福利費の額 円）※１

（工事原価のうち安全衛生費の額 円）※１

（現場管理費のうち、建設業退職金共済契約に係る掛金 円）※１

※１

(注)

とする。

工　　事　　種　　別

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

契 約 年 月 日

工 期

　括弧内の材料費、労務費、建設業退職金共済制度の掛金、安全衛生費、法定福利費の事業

主負担額については、別紙としてもよい。

　共通仮設費については、内訳として運搬費、準備費、仮設費、事業損失防止施設費、安全

費、役務費、技術管理費、営繕費があり、本工事で該当する項目全てについて記入するもの

（戸田市建設工事請負契約約款第３条関係）

　県様式第１号（土木）

令和　　年　　月　　日

工 事 名

請負代金内訳書

（あて先）

　戸田市長　菅原文仁

　　　　年　　月　　日

金　額 摘　要



（あて先）
　戸田市長　菅原文仁

自

　1　工種は工事数量総括表の工種を記載する。（工種以外でも必要なものは、記載する。）
　2　予定工程は黒実線、実施工程は赤実線をもって表示する。

所在地
商　号受注者

月

10 20 10 20 10 20 10 20

記載要領

代表者

工　　　種
月 月

10 20 10 20

工　　程　　表

　　　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

至 　　　　年　　月　　日工　期
工事名

8

7

10

9

（戸田市建設工事請負契約約款３条関係）

　県様式第２号（土木）

2

1

4

3

6

5

No.
月 月 月



　　　　　　　　　　　　　　　様

戸田市長　菅原文仁　 

　令和　　年　　月　　日付けをもって請負契約を締結した次の工事について、

　                       戸田市建設工事請負契約約款第９条第１項および第３項に基づき下記のとおり

監督員を 指定 　したので通知します。

変更

工事名：

(監督員)

　工事監督所属長（職氏名）

　担当監督員（職氏名）

（戸田市建設工事請負契約約款第９条関係）

　県様式第３号（土木）

第　　　　　　号

令和　　年　　月　　日

監 督 員 通 知 書

記



　

　 受注者

　

工　事　名

工事場所

工　　　期 ～

請負代金額 円

技術者分類

フリガナ

主任技術者 フリガナ

監理技術者

[専任・非専任]

※１

備考

現場代理人

代表者

　　　　年　　月　　日～

　　　年　　月　　日

技術者従事期間（西暦）※２

　下記工事の現場代理人等を定めましたので、戸田市建設工事請負契約約款第１０条第

技術者氏名

１項の規定により経歴書を添えて通知します。

記

戸田市地内

　　年　　月　　日 　　年　　月　　日

　戸田市長　菅原文仁

所在地

商　号

（戸田市建設工事請負契約約款第１０条関係）

　県様式第４－１号（土木）

現 場 代 理 人 等 通 知 書
令和　　年　　月　　日

（あて先）

(建築一式工事は9,000万円)以上となる場合、配置技術者は工事ごとの「専任の」者を、下請代金の額の総額が5,000万円(建築

一式工事は8,000万円)以上となる場合、主任技術者に代え「監理技術者」を選任すること。

　　　　年　　月　　日～

　　　年　　月　　日

　建設業許可を受けている建設業者が施工する工事には、必ず「主任技術者」を選任すること。なお、請負代金額が4,500万円

　　　建設業法第２６条の２に該当する「専門技術者」を要する工事の場合は、備考欄に技術者を置いて施工する建設業法上

　　　の区分を記入すること。

　　　技術者を複数配置する場合は、備考欄に個々の技術者の職務分担を記載し発注者に説明すること。

　　※１）主任技術者又は監理技術者に○を付けること。専任又は非専任に○を付けること。

　　※２）技術者従事期間が工期と異なる場合は記入すること。

　　注）「監理技術者補佐を配置」、「連絡員を配置」、「専門技術者を配置」又は「技術者を複数配置」する場合は記入欄

      を追加すること。



　

　 受注者

　

～

円

備考

現場代理人 フリガナ

主任技術者

旧 監理技術者

[専任・非専任]

※１

現場代理人 フリガナ

主任技術者

新 監理技術者

[専任・非専任]

※１

所在地

商　号

代表者

      を追加すること。

　　　建設業法第２６条の２に該当する「専門技術者」を要する工事の場合は、備考欄に技術者を置いて施工する建設業法上

　　　の区分を記入すること。

　　　技術者を複数配置する場合は、備考欄に個々の技術者の職務分担を記載し発注者に説明すること。

　　年　　月　　日

　建設業許可を受けている建設業者が施工する工事には、必ず「主任技術者」を選任すること。なお、請負代金額が4,500万円

(建築一式工事は9,000万円)以上となる場合、配置技術者は工事ごとの「専任の」者を、下請代金の額の総額が5,000万円(建築

一式工事は8,000万円)以上となる場合、主任技術者に代え「監理技術者」を選任すること。

　　※１）主任技術者又は監理技術者に○を付けること。専任又は非専任に○を付けること。

　　※２）技術者従事期間が工期と異なる場合は記入すること。

　　注）「監理技術者補佐を配置」、「連絡員を配置」、「専門技術者を配置」又は「技術者を複数配置」する場合は記入欄

　戸田市長　菅原文仁

工　事　名

工事場所

工　　　期

請負代金額

現場代理人等変更年月日

変更する現場代理人等区分

技術者分類

　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日～

　　　年　　月　　日

変更事由

　下記工事の現場代理人等を定めましたので、戸田市建設工事請負契約約款第１０条第

１項の規定により経歴書を添えて通知します。

記

技術者氏名 技術者従事期間（西暦）※２

　　　　年　　月　　日～

戸田市地内

　　年　　月　　日 　　年　　月　　日

（あて先）

現 場 代 理 人 等 変 更 通 知 書
令和　　年　　月　　日

　県様式第４－２号（土木）

（戸田市建設工事請負契約約款第１０条関係）



氏 　名

住　 所
(＊)

所属業者
（※１）

資　　格
（※２）

最終学歴
（※３）

実務経験
年数(西暦)

職 名

　　　年

証明者

実務経験
年数(西暦)

職 名

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　氏名

　　　たす資格を記載し、資格を証明する写しを添付すること。

　　　　技術者（監理技術者）の要件が建設業法第１５条第２号イ、ロ及びハに該当する場合は、要件を満たす監理技

　　　術者証の業種及び資格者証交付番号を記載し、監理技術者資格証（表裏両面）及び監理技術者講習修了証の写

（戸田市建設工事請負契約約款第１０条関係）

　県様式第５号（土木）

   経　　歴　　書

現在従事
している
工事

工 事 名

実務経験
（※３）

実務経験の内容（工事名）

　上記のとおり相違ありません。

【記入要領、添付書類】

（※１）専任の主任技術者及び監理技術者においては、請負建設業者との恒常的（３ヶ月以上）雇用関係が必要となる。

（※２）技術者（主任技術者・専門技術者）の要件が建設業法第７条第２号ハ〔資格等〕に該当する場合は、要件を満

　　　しを、それぞれ添付すること。

　　　　年　　月　　日

請負代金額
（千　円）

生年月日
（西　暦）

入社年月日
（西　暦）
監理技術者
資格証番号

（所有者は記入）

　　　　年　　月　　日

職　 歴
(＊)

（ ＊ ）記載する必要がある場合のみ、記載する。

請負代金額
（千　円）

　工事に関し、上記の実績を有することに相違ないことを証明します。

合計

（※３）技術者（主任技術者・専門技術者）の要件が建設業法第７条第２号イ、ロ〔学歴、実務経験〕に該当する場

　　　　合は、要件を満たす学歴、実務経験を記載すること。建設業法第７条第２号ハ〔資格等〕に該当する場合は

　　　　記載不要。なお、記載欄が不足する場合は、別紙に記載して添付すること。



所在地

受注者 商　号

代表者

工 事 名

契 約 年 月 日

自

至

自

至

（戸田市建設工事請負契約約款第２２条関係）

　県様式第７号（土木）

工 期 延 期 届

します。

　戸田市建設工事請負契約約款第２２条の規定による工期の延長を下記のとおり請求

延 長 工 期

記

工 期

令和　　年　　月　　日

（あて先）

　戸田市長　菅原文仁

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

理 由



１．工　事　名

２．請負代金額 金 円

３．契約年月日

　（注）本文の年月日は、書類作成及び現場施工の全てが実際に完成した年月日を記入する。

令和　　年　　月　　日

　　令和　　年　　月　　日自

至 　　令和　　年　　月　　日

４．工　　　期

（戸田市建設工事請負契約約款第３２条関係）

　県様式第９号（土木）

工 事 完 成 通 知 書

　下記工事は、令和　　年　　月　　日をもって完成したので戸田市建設工事請負契約

記

約款第３２条第１項の規定に基づき通知します。

令和　　年　　月　　日

（あて先）

　戸田市長　菅原文仁

受　注　者

現場代理人



１．工　事　名

２．請負代金額

３．検査年月日

　下記工事は、戸田市建設工事請負契約約款第３２条第２項の規定による検査に合格し

たので、同条第４項に基づき引渡します。

記

（あて先）

　戸田市長　菅原文仁

受　注　者

現場代理人

（戸田市建設工事請負契約約款第３２条関係）

　県様式第１１号（土木）

工 事 目 的 物 引 渡 書

令和　　年　　月　　日



工 事 名

契 約 書 記
載 の 部 分
払 の 回 数

回

今回請求回数 第 回

（戸田市建設工事請負契約約款第３８条関係）

　県様式第１４号（土木）

部 分 払 検 査 請 求 書

令和　　年　　月　　日

　戸田市建設工事請負契約約款第３８条第２項の規定により下記工事の部分払検査

を請求します。

記

工 期

（あて先）

　戸田市長　菅原文仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　注　者

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 現場代理人

自

至

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日



工 事 名

工 事 場 所

請 負 代 金 額

記

金　　　　　　　　　　円

工 期

令和　　年　　月　　日から

令和　　年　　月　　日まで

　　　　　　　　　　　様

戸田市長　菅原文仁　

　下記工事は、令和　　年　　月　　日　部分払検査の結果、出来形部分等を確認したの

部分払検査結果について（通知）

で、戸田市建設工事請負契約約款第３８条第３項の規定により通知します。

（戸田市建設工事請負契約約款第３８条関係）

　県様式15号（土木）

第　　　　　　号

令和　　年　　月　　日



（あて先）

受注者

工 事 名

請 求 金 額 円 円

請 負 金 額 円 円

既 受 領 額 円 円

今 回 請 求 額 円 円

　※口座振込払依頼書で振込先を指定していない場合は、備考欄に振込先を記入する。

　※前金払、中間前金払の請求は、別の様式で請求する。

所　 在　 地

（戸田市建設工事請負契約約款第３３条、第３８条、第４２条関係）

　市任意様式

請　　求　　書

　　年　　月　　日

　戸田市長　菅原文仁

商号又は名称

代表者職氏名

インボイス発行
事業者登録番号

　下記の建設工事について、
工事完成

の支払いを請求します。
部分払い

記

うち取引に係る消費税
及び地方消費税の額

うち取引に係る消費税
及び地方消費税の額

うち取引に係る消費税
及び地方消費税の額

うち取引に係る消費税
及び地方消費税の額

備考



（あて先）

受注者

工事又は業務名

契 約 年 月 日

契 約 金 額

工期又は業務期間 から 年　　月　　日 まで

前金払請求額

所　 在　 地

（戸田市公共工事前金払等取扱要綱第７条関係）

　市前金払等第１号様式

建設工事等前金払請求書
　　年　　月　　日

　戸田市長　菅原文仁

（フリガナ）

年　　月　　日

商号又は名称

代表者職氏名

　下記の建設工事又は業務について、前払金の支払いを請求します。

記

年　　月　　日

円

（戸田市建設工事請負契約約款第３５条関係）

　・保証約款（写）

（Ａ４版）

名　義　人

＜添付書類＞

　・保証証書（正副２通）

　　※電子保証の場合は保証契約番号及び認証キー

　・契約書（写）

円

振 込 先
(前払金専用口座)

金融機関・支店名

口 座 番 号 普通預金・



（あて先）

受注者

工 事 名

契 約 年 月 日

契 約 金 額

工 期 から 年　　月　　日 まで

※工事履行報告書（第３号様式）を添付すること。

（Ａ４版）

年　　月　　日

円

年　　月　　日

（戸田市建設工事請負契約約款第３５条関係）

記

（戸田市公共工事前金払等取扱要綱第７条関係）

　市前金払等第２号様式

中間前金払の認定請求に係る届出書
　　年　　月　　日

　戸田市長　菅原文仁

所　 在　 地

商号又は名称

現場代理人氏名

　下記の建設工事について、中間前金払の認定を請求します。



工 事 名

工　　期

日　　付

予定工程　％

（　）は工程変更後

年　　月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

（記載欄）

※報告は、月報を標準とする。

※予定工程は、初回報告時に完成までの予定出来高累計を記入する。

※実施工程は、当該報告月までの出来高累計を記入する。

（Ａ４版）

　　　　年　　月　　日　　～　　　　　　年　　月　　日

　　　　　年　　月　　日（　　月分）

月　　別 実施工程　％ 備　　　　考

（戸田市建設工事請負契約約款第１１条関係）

（戸田市公共工事前金払等取扱要綱第７条関係）

　市前金払等第３号様式

工 事 履 行 報 告 書



様

戸田市長　菅原文仁 印

件を満たしていることを 　　認定します。 ・ 認定しません。

工 事 名

契 約 年 月 日

契 約 金 額 円

工 期 から 年　　月　　日 まで

　・ 予定工程どおりの進捗状況であるか。

　・ 工期の２分の１を経過しているか。

　・ 出来高が５０％を超えているか。

※認定しない場合は、その理由を摘要欄に記載すること。

（Ａ４版）

※摘要欄には、参考に以下の状況を記載すること。

　下記の建設工事についてその進捗を調査した結果、中間前金払いをすることができる要

記

年　　月　　日

摘 要

年　　月　　日

（戸田市建設工事請負契約約款第３５条関係）

中間前金払の認定に係る通知書

（戸田市公共工事前金払等取扱要綱第７条関係）

　市前金払等第４号様式

第　　　　　号

　　年　　月　　日

　



（あて先）

受注者

工 事 名

契 約 年 月 日

契 約 金 額

工 期 から 年　　月　　日 まで

中間前金払請求額

　・保証約款（写）

（Ａ４版）

名　義　人

＜添付書類＞

　・保証証書（正副２通）

　　※電子保証の場合は保証契約番号及び認証キー

　・契約書（写）

円

振 込 先
(前払金専用口座)

金融機関・支店名

口 座 番 号 普通預金・

（フリガナ）

年　　月　　日

商号又は名称

代表者職氏名

　下記の建設工事について、中間前払金の支払いを請求します。

記

年　　月　　日

円

（戸田市建設工事請負契約約款第３５条関係）

所　 在　 地

（戸田市公共工事前金払等取扱要綱第７条関係）

　市前金払等第５号様式

建設工事中間前金払請求書
　　年　　月　　日

　戸田市長　菅原文仁


